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計画全体につい

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
新宿区らしい計画という部分をどこまで出せるか。      

［第３回策定協議会］ 
 
アンケート結果から導き出された「新宿区の課題」、「住民の

ニーズ」を計画に生かしている構造をはっきりさせること。 
                        ［第３回策定協議会］ 
 
区もやるけれど皆さんも一緒になって動いて、よいまちにし

ていくという計画なのだというような重点的な柱がいくつか

あるようなわかりやすい出しかたをしないと、細かく読めば

全部わかるけれども新しいことが始まったということにはな

りにくい。                  ［第３回策定協議会］ 
 
今後ますます厳しくなる財政を見据えて女性の視点から事

業を見直し持続性のある計画にしてほしい。 

[落合第一地域懇談会] 

 

「事業運営の効率化等による財源確保」と「負担の適正化」

の２つの言葉がむすびついて「区民の負担」のイメージがう

まれる。国や都に向けて「日本の将来を担う子どもたちにか

けるべきお金をかけて」とアピールしていくことももりこめた

ら。                          ［策定協議会］ 

 

 

アンケートによれば、新宿は子育てしやすくないと答えた人

が多かった。これを逆転させる位のスローガンを掲げたらど

うか。                    ［第３回策定協議会］ 
 
５％１０００人の子育てがあまり楽しくないと感じている人に

アウトリーチしこの人たちが「新宿区で子どもを産んでよか

った」「私は救われた」といってもらえるような施策に重点を

置くことによって心が通うものになる。［第２回策定協議会］ 

 
 
 
 
P１５新宿区の
特徴・課題 
 
各項目毎関係

調査結果を掲

載 
 
P１６重要施策
を指定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P３基本目標 
 
 
 
 
 
 
 

計画全体について 

論点１ 新宿区の特徴・課題に対する施策（特に重点施策）は適切に把握しているか。 
 

論点２ 少子化対策計画としての目標は適切か。 
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計画の進行管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新宿区の合計特殊出生率を上げることを目標にしらたどう

か。                    [落合第一地域懇談会] 

 

子育て支援だけでなく、どうしたら女性が子どもを産もうとい

う気持ちになるか考えるべき。      ［柏木地域懇談会］ 
 
なぜ女性が子どもを産まないのか分析が必要。 

［区政モニター会議］ 
 
子育て環境を整えることも重要だが、若い世代が子どもを

持とうと思えるような施策も必要なのではないか。 
［四谷地域懇談会］ 

 
１８歳から社会人となるまでの若年層の支援も必要ではな

いか。                    ［若松地域懇談会］ 
 
少子化対策には若者の経済的安定が必要。若い人が結婚

しやすい環境をつくってもらいたい。  ［若松地域懇談会］ 
 
 
 
 
 
できれば作ったプランが本当にうまく具体化されているのか

などをチェックするところが必要であり、たとえば区長直属

の体制などができないか。       ［第３回策定協議会］ 
 

行政施策評価へのアプローチが必要。 

 [落合第二地域懇談会報告メモ] 

 

達成度はどういうかたちで、誰が、どこで評価するのかタイ

ムリーに公表してほしい。         ［若松地域懇談会］ 
 

計画は全ての課が関連することが多いので区役所の横断

的連携が必要。            ［牛込箪笥地域懇談会］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P４計画を推進
していく体制づ

くり 
 
 
 
 
 
 
P４計画を推進
していく体制づ

くり 

計画の進行管理 

論点３ 庁内のチェック体制をどうするか 
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地域ごとに地域協議会をつくったらどうか。 
［第４回策定協議会］ 

 

住民と行政が忌憚ない意見交換ができる場を作っていくべ

き。                ［榎町地域懇談会 報告メモ］ 

 
 実際の若いママたちと話して、自分の感覚とずれたものが

あることがわかった。（新聞をとっていない等） 
［第２回策定協議会］ 

 
 対面調査は、１回だけでなく続けていくのも大切ではない

か。                     ［第２回策定協議会］ 
 
この計画の趣旨を良く理解してもらうことが重要。 

 [落合第二地域懇談会報告メモ] 

 
新宿は多様な地域特性があるので、地域ごとにきめ細かい

対応が必要。                ［角筈地域懇談会］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論点４ 地域の意見を反映させていくしくみをどうつくるか 
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子どもの権利 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中高生対応 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
子どもの権利がどのようなものか分かりづらい。 

[第４回地域懇談会] 

 

子どもの生きる力と豊かな心を育てるが一番重要と考えら

れる。                     [榎町地域懇談会] 

 

子どもの権利条約を計画書に載せたらどうか。 

 [戸塚地域懇談会報告メモ] 

 

「子どものため」の視点を持ち続け、区民が行政に対して不

信感をもたれないようにすべき。 

［榎町地域懇談会報告メモ］ 

 

 
子ども同士の意見交換の場を設ける必要があるのではな

いか。（子ども向けのホームページ等） 

 [落合第二地域懇談会報告メモ] 

 
 

中高生の居場所をどうしていくのか見えてこない。 
［第４回策定協議会］ 

 
 
 
ドイツの例だが、一つのビルを若者に開放するとき、中で不

良行為をするかもしれないが、そのリスクを侵しても開放す

る。こうしないと若者の溜まり場はつくれない。 
［第５回策定協議会］ 

 
中学生が気軽に大人と話せる場つくったらどうか。 

[榎町地域懇談会] 

 

 
 
 
 
P１８子どもの
権利を大切に

する取り組み

の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P４６子育て情
報局 
 
 
 
P２９児童館の
充実 
 
 
 
P２９児童館の
充実 
 
 
 
 
 
 

目標 1 子どもの生きる力と豊かな心を育てます 

提案１ 子どもの権利の内容を明記したらどうか 

 

提案２  子ども同士の意見交換の場を設けたらどうか 

 

論点５ 中高生への視点をどのように盛り込むか 
 

提案３ 中高生の居場所づくりについて 
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遊び場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童館 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学生の居場所について中学生の子どもに聞いたところで

は、何の結果も求められない場所なら行ってもよいという答

えだった。                   [榎町地域懇談会] 

 
地域の行事について低年齢の子どもたちの参加がほとんど

で小学校高学年、中学生の参加が少ない。［策定協議会］ 
 
中学生と赤ちゃんの交流事業は、幼稚園児、保育園児との

触れ合いのほうが実現しやすいのでは。  ［策定協議会］ 
 
 
緑地、公園、坂道など地形態を生かした遊び場の工夫と遊

びの質向上への取り組み。 

 [落合第二地域懇談会報告メモ] 

 

 

子育て散策路（戸山の緑地など）を指定したらどうか。 

 [戸塚地域懇談会報告メモ] 

 

戸山ハイツの空間の利用  [戸塚地域懇談会報告メモ] 

 

ボール遊びができる場所を増やしてもらいたい。 

［四谷地域センター］ 

 

 

 
児童館の役割の大切さを、今回の面接調査を通じて非常に

強く感じた。                ［第２回策定協議会］ 
 
児童館利用に関しては、子ども達も含めて利用する人が話

し合いを重ね児童館をその地域でどの様な位置づけにする

か話し合うべき。         ［榎町地域懇談会報告メモ］ 
 
高田馬場第一児童館では、児童館を窓口としていつでも意

見を受け入れるような体制をとっているがよいことだと思う。 
                        ［第２回策定協議会］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P27 子どもの
遊び場・居場

所の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P29 児童館の
充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提案４ 公園以外の資源の活用も進めたらどうか 
 

論点６ 児童館に求められている役割の明確化ができているか 
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学校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
児童館は一才児の集い等でお母さんがほっとしているよう

だが、狭いので離乳食を食べさせる場所もない。 
［第３回策定協議会］ 

 
児童館プログラムの工夫が必要。 

 [落合第二地域懇談会報告メモ] 

 

児童館運営により多くの住民を参加させるシステムを考え

ること。               ［榎町地域懇談会報告メモ］ 

 

児童館がほこりっぽく不衛生に感じた事がある。 

［区政モニター会議］ 

 

 

 

 

 

アンケートで保護者の相談や情報提供として利用したいと

ころとして学校が挙がっているが、結果が生かされていな

い。                    ［第３回策定協議会］ 
 
学校の中に地域の親のための相談機能を持たせてはどう

か。幼稚園や保育園が子育て支援ということを国から言わ

れて一生懸命やっていて何とかこなそうとしているのに、学

校は関係ないというのはおかしいことだと思います。 
［第２回策定協議会］ 

 
学校をもっと有効活用していこうとする姿勢はかなり住民に

うける感じがする。            ［第３回策定協議会］ 
 
学校が何を考えているのか、通学している関係者以外には

伝わらない。          ［榎町地域懇談会 報告メモ］ 
 
統廃合のことばかり。３０人学級の実現も視野に入れられな

いか。                        ［策定協議会］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P31 学校を核
とした子どもの

居場所づくり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論点７ 学校は地域の子育て支援にどのように貢献できるか 
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学校を居場所として活用すれば、塾など行かなくても良くな

るのでは。                 ［第３回策定協議会］ 
 
期待されている場と取組みの課題がちぐはぐ。「校庭を」を

どう変化させるか。芝生、土等子ども本来の姿が出せる場

を求められないか？              ［策定協議会］ 
 
学校の図書の少なさには唖然とした。［第４回策定協議会］ 
 
学校図書館を一般開放できないか。またパソコンを設置し

自由に使えるようにできないか。       ［策定協議会］ 
 
学校評議員制度は、開かれた学校づくりにどこまで役立っ

ているか疑問に思っている。教育現場の先生にとって評議

員の存在がいかにあるべきかの話し合いがなされていない

のではと感じる。                 ［策定協議会］ 
  
幼児教育とは、どのような内容のものを言っているのか。ま

た幼稚園での教育活動に言及しているが、保育園での「幼

児教育」には言及がされていない。     ［策定協議会］ 
 
人間関係を学ぶには喧嘩も経験する必要があるので、喧

嘩をさせないような狭い保育・教育ではなく広い視野に基

づく保育・教育を進めてほしい。    ［柏木地域懇談会］ 
 
放課後学校で武道や書道などを指導してもらえないか。 

［四谷地域懇談会］ 
 
教員・職員の質の向上を望む。     ［四谷地域懇談会］ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
P35 図書館活
動の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
P２１開かれた
学校づくりの

推進 
 
P24 幼児期の
教育・保育環

境の充実 
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きめこまやかな

子育て支援サー

ビスの充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
情報 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
「知っているけど利用の仕方がわからない」、「利用したいけ

れどニーズに合わない」「欲しい時に使えない」等せっかくあ

るのに使えない、使う気にならないという意見があった。 
  ［第２回策定協議会］ 

 
ファミサポで来てくれた人と相性が悪く断ったという人がい

た。人材が豊富であればこの人を断っても次の人、「今度の

人はどうですか」と気安く利用することができると思う。 
［第２回策定協議会］ 

 
民間のベビーシッターを利用したことがあるが、非常によく

教育されていてすごく充実したサービスを受けた経験があ

る。民間でやっているものをなぜ区でやるのかと思う。 
［第２回策定協議会］ 

 
行政サービスの提供においても民間サービス業における精

神のような姿勢が必要。          ［柏木地域懇談会］ 
 
 
 
広報紙は新聞折込だが、新聞をとっていない家庭も多く、情

報は掲示板やスーパーの入り口に貼ってほしいという声が

あった。                 ［第２回策定協議会］ 
 
皆さんに分かりやすく PR していかなければいけないと感じ
た。                    ［第２回策定協議会］ 
 
そこまでの経験でしか区のサービスを考えていないようだ。

（子どもの成長に応じて必要な情報も変わってくるがうまく

対応できていないようだ）      ［第２回策定協議会］ 
 
 

 
 
 
 
P４５利用者に
届く情報発信 
 
 
 
P３９きめこま
やかな子育て

支援サービス

の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P４５利用者に
届く情報発信 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標２ 利用しやすいサービスですべての子育て家庭をサポートします 

論点８ サービスの質の向上と使いやすい提供の方向性は適切か 
 

論点９ どうしたら必要な人に情報やサービスを届けることができるか。 
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コンビ二は今後間違いなく情報拠点になると思う。 
［第２回策定協議会］ 

 
生まれてすぐの家庭に子育てパンフレットを配っているが、

その時期は余裕がないので、生後５ヵ月後くらいの時期に

渡すのがよい。             ［第２回策定協議会］ 
 
情報が住民に届いていないのはショック。双方向の情報の

利用システムの充実に力をいれるべき。 
［第３回策定協議会］ 

 
本当に情報を必要としている人に情報がとどかないという

問題。                    ［第５回策定協議会］ 
 
 
 
カウンセラーがいくら増えても社会が動かない。一緒になっ

て動いてくれるようなソーシャルワーカーというのがたくさん

必要。                    ［第５回策定協議会］ 
 
民生委員さんとか主任児童員さんのような方々が、情報が

届かないところに届けてくれれば。  ［第５回策定協議会］ 
 
情報が届いていないだけでなく潤滑油のような装置がやは

り少なかったのではないか。      ［第５回策定協議会］ 
 
カナダでは、子どもが産まれると地域の人が押しかけて世

話をしてくれると聞いたが、新宿でもそんな事ができない

か。                  ［牛込箪笥地域センター］ 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P４２総合的な
連携による効

果的な次世代

育成支援の実

現 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提案５ サービスが必要な人とサービスをつなぐ人を地域に増やそう 
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相談 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
孤立家庭・ハイリ

スク家庭への対

応 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
保育園利用者は、保育園の先生に相談できるが、専業の

人は幼稚園に行くまで相談窓口がない。 
［第２回策定協議会］ 

 
子どもに問題が生じた時どこに相談して良いのかわからな

い。                       [榎町地域懇談会] 

 

「子育て支援すぐやる課」のような総合的な窓口を設置した

らどうか。                  ［柏木地域懇談会］ 
 
 
 
生後２週間くらいが一番の危機だといわれている。その後２

ヶ月、１０ヶ月というようにいくつかの発達段階の危機が訪

れた時、このボタンを押せば必ずどこかに連絡がいき、誰

かが来てくれるみたいなシステムがあれば「新宿区はすご

いということになる。           ［第２回策定協議会］ 
 
出産後退院して２週間目に助産婦さんが来てくれた時の安

心感、本当に救いになった経験がある。外に出られない時

期のケアは大きい。           ［第２回策定協議会］ 
 
保健婦が忙しくなかなか子育て訪問に回る余裕がないよう

なら、子育てが終わり、多少余裕がある年代の人材を育成

し、ボランティア等子育て支援に携わってもらうのはどうか。 
  ［第２回策定協議会］ 

 
助産婦さんを組織し、子育て訪問するような制度ができない

かと考えている。             ［第２回策定協議会］ 
 
子育てをつらいと考えている５％の人に情報が届くようにな

ると、ほかの人にも届くことになるのでは。 
［第５回策定協議会］ 

 

 
 
P４２総合的な
連携による効

果的な次世代

育成支援の実

現 
 
 
 
 
 
 
 
P５８虐待予防
および被虐待

児と家庭への

支援 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論点１０ 相談窓口はわかりやすいか 
 

論点１１ 孤立家庭、ハイリスク家庭への対応は十分か 
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外国人家庭への

支援 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひとり親家庭へ

の支援 
 

５％のハイリスクの保護者を孤立させずに、気軽に出てくれ

そうなところをさしあたり新宿の中でこことここに重点的にと

モデル地区を育てる。          ［第５回策定協議会］ 
 
孤立している親子が心配。孤立しない子育てのために声を

かけることは大切。          [落合第二地域懇談会] 

 
ハイリスク家庭とは、どうしたら出会えるか [シンポジウム] 

 
友達関係が容易にできる人がいる一方仲良しグループに

入れないというお母さんもいるのでそういう人への対応も考

えるべき。                 ［第２回策定協議会］ 
 
４歳で８割以上の子どもが保育園や幼稚園に通っている

が、通っていない子どもはどうしているのか。 保育園にも

幼稚園にも通っていない子どもが心配だ。 
［四谷地域懇談会］ 

 
 
 
 
 
新宿区の場合外国人の割合がかなり多いので、そういう方

たちとコミュニケーションをどうとるか。［第２回策定協議会］ 
 
外国人対する視点がかけているのではないか。 

[榎町地域懇談会] 

 

外国人の子どもを含めた子どもたちが将来新宿で子育てし

たいと考えるまちづくりをすべき。    ［榎町地域懇談会］ 

 
 
ひとり親家庭など多様な家庭があることを考慮してほしい。 

[落合第二地域懇談会] 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P５７外国人家
庭への支援 
 
 
 
 
 
 
 
 
P５６ひとり親
家庭への支援 
 

論点１２ 外国人家庭へ対応は十分か 
 

論点１３ 特に配慮が必要な家庭へ施策の方向性は適切か 
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経済的支援 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひとり親家庭、母子家庭、父子家庭という表現があるが、母

子と父子を区別する理由はあるのか。[大久保地域懇談会] 

 

障害児を持つ親の社会参加への支援を希望する。 

                   ［出前懇談会（あゆみの家）］ 

 

 

アンケートでは経済的支援を求める声が多いのに、それが

反映されていない。               [シンポジウム] 

 

経済的問題は、子育て中の親にとって切実。 

［榎町地域懇談会報告メモ］ 

 

子育て世代の経済状況の調査やったら状況が明らかにな

るのではないか。              ［若松地域懇談会］ 
 
住宅事情や経済的事情でこれ以上、子どもが育てられない

ということもある。            ［第３回策定協議会］ 
 

妊婦健診代が高い（５０００から６０００円かかるとのこと）と

いことで「お金がないと子どもが産めないという話を聞いた。 
   ［第２回策定協議会］ 

 
「各種助成事業を実施しています。」に対する「もっと」という

声にどう応えられるようにするのか？    ［策定協議会］ 
 
子どもたちを育てる国の姿勢を強くアピールしたい。 

［策定協議会］ 
 
「保育サービス利用者と在宅子育て家庭への公的支援の

不均衡への対応」「コスト配分」 
  保育園利用者の反発を買いそう。 
  子育てになじまない表現。 
                           ［策定協議会］ 
 
 

 
 
 
 
 
 
P５９経済的な
支援 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論点１４ 経済的支援を強化すべきなのか、優先させるべき施策はなにか。 
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多様な保育サー

ビス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

夜間子どもを安心して預けられる保育園がもっと必要。 

 [大久保地域懇談会報告メモ] 

 
「学童クラブの学校内設置の検討」の記述に「統廃合による

新築・改築時等  校内にスペースが確保できる場合には

併設を検討」 とあるが、統廃合でなければできないのか？ 
近い将来に感じる表現。課長は何年、何十年かかるかわか

らないといった表現だったが。 
                           ［策定協議会］ 
 
若い人は保育園が充実していないと、仕事をしながら子ど

もを生む事が出来ない。区境では隣接区の保育園に通った

りしている。廃校の小学校等に保育園を作る事が出来ない

のか。                 ［牛込箪笥地域懇談会］ 
 
学童クラブの時間延長を望む。 

［出前懇談会（学童保育連絡協議会］ 
 
学童クラブの新一年生の春休みの対応を改善してほしい。 

［落合第一地域懇談会］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
P６１多様な保
育サービスの

展開 
 
 
P６４学童クラ
ブの充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標３ 子育てと仕事の両立がしやすい環境づくりを進めます 

論点１５ 保育サービスは十分か 
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つどいの場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域との協働 
 
既存の組織 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
区の施設を有効利用すれば各地に核となる施設ができる

のでは。                  ［第３回策定協議会］ 
 
地域の子育て力を高めるために、気軽に集えるような場所

がほしい。               [落合第二地域懇談会] 

 

親父の会のようなお父さんたちだけのネットワークづくり。

［第５回策定協議会］ 

 
おしゃべりする場が本当にない。   ［第５回策定協議会］ 
 
本音で話し合えることの喜びみたいなのを手にいれなが

ら、少しづつ親として自己肯定感をふやしていく。 
［第５回策定協議会］ 

 
場、心理的にも精神的にも共通の場が持てるような雰囲気

も大切。                   ［第５回策定協議会］ 
 
 
計画（素案）に子どもから高齢者まで住んで楽しいまちづく

りの拠点となるよう活動している地域センターに関する記

述がないのは残念だ。ぜひ記述してほしい。 
［若松地域懇談会］ 

 
町会自治会があるが、若い子育て世帯がほとんど参加して

いない。                       ［策定協議会］ 
 
各地域の育成会や町会の行事と子どもたちの関わりを知り

たい。             [落合第二地域懇談会報告メモ] 

 
スポーツ交流会で活動しているが、ボランティアの人も疲れ

てきたので支援してほしい。       ［若松地域懇談会］ 
 

 
 
 
 
P６７家庭・地
域 の 子 育 て

力・教育力向

上への働きか

けの充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P７１地域との
協働で進める

次世代育成支

援 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標４ 家庭・地域の子育て力・教育力をアップします 

論点１６ 「場」をつくるための施策展開は十分か 
 

論点１７ 地域の子育て力を高めるための方策は十分か 
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地域との協働 
 
 
新しい子育てネ

ットワーク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域のお祭りなどで高齢者が子どもの面倒をみる場面があ

るが、高齢者も結構喜んでいるようだ。身近な方なので、い

つでも会えますし、子どもを預ける方も安心できるのでそう

いう方の力をお借りしたらどうか。   ［第２回策定協議会］ 
 
４～５年前から、鶴巻地区では鶴巻小学校ＰＴＡがお手伝い

係を作り、地域の活動を手伝っている。係の人は必ず手伝

いに出るというのではなく、手伝える時には出てくるとしてい

るが、上手く働いている。        [榎町地域懇談会] 
 
大人が子どもに声を掛けるなど、大人の側から子ども達に

働きかけ地域力をつけるようにするべき。 
[榎町地域懇談会] 

 

子どもが各種行事で忙しいので子どもの行事を整理統合す

るべきでは。                 [榎町地域懇談会] 

 

 

 

地域との協働で進める次世代育成支援が北山伏の事業の

みに集約されている印象を受ける。 
［榎町地域懇談会報告メモ］ 

 
市民の側がこれを機会にして新宿区子育てネットワーク組

織というものを拡充していくようなことを高らかにうたわない

と。                      ［第５回策定協議会］ 
 
ネットワーク作りは社協がふれあいまちづくり事業でやって

いるのでは。                ［第５回策定協議会］ 
 
新宿には病院が多い、何か連携をとれないか。 

 [シンポジウム] 

 
企業も働き方の見直しが求められるが、そのような企業を

どう探し出すか。                 [シンポジウム] 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P７１地域との
協働で進める

次世代育成支

援 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論点１８ 子育てネットワークづくりをどのように進めるか 
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意識改革 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
デパートの子ども用品売り場との連携。（地域の子育て、児

童へのアプローチ等）      [戸塚地域懇談会報告メモ] 

 
地域内の大学、専門学校の学生の参加による遊び場の充

実を図る。             [戸塚地域懇談会報告メモ] 

 
 
市民グループ等にある程度の助成も必要。 

［第５回策定協議会］ 
 
保護者同士が繋がりをもてるシステムがほしい。 

[榎町地域懇談会] 

 

当事者である父母会（保護者会とすると学校の会と混同す

る）がもっと充実すると良いと思われるので、行政もこの意

味での父母会を支援するシステムを作って欲しい。 
[榎町地域懇談会] 

 
 
子どもはもともと社会で育てるという概念に移行しないと。

［第５回策定協議会］ 
 
次世代育成の質を考えるとき、親の倫理観が子どもに与え

る影響が大きいことを考慮すべきだ。 

[落合第二地域懇談会] 

 
住民の声を計画に反映させようと言うことですが、われわれ

はそのように意見を述べていくような教育訓練がされていな

いのでどうしたらよいか。            [シンポジウム] 

 
大人が豊かな経験、豊かな心を持っていないと豊かな子ど

もは育たない。                  [シンポジウム] 

 
それぞれの地域性を考慮しながら子育て意識向揚の機会

をつくるべき。        [落合第二地域懇談会報告メモ] 

 
 
 
 
 
新宿区・地域と

の協働推進計

画「協働推進

基金」の設置、

公募補助金制

度の導入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P６７家庭・地
域 の 子 育 て

力・教育力向

上への働きか

けの充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提案６ 地域の大人の意識改革のための提案を出そう 
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新しい情報、知識を得るための定期的な講演の開催（大学

の教室の解放を含めて）し、子育て意識を高める。 

 [落合第二地域懇談会報告メモ] 

 
暇な人がいて、大変な人がいるんだったら助ければいい。

暇な人に少しは社会に貢献しよう、地域で何かしようと引っ

張り出せれば。              ［第５回策定協議会］ 
 
男性が子育てに参加のためには、男性の意識改革が必要

ではないか。そのため男性の意識調査をしたらどうか。 
［柏木地域懇談会］ 

 
父親にも育児参加をしてほしいが、毎日仕事で終電のような

生活では、無理。企業の働き方の見直しが必要。 
［柏木地域懇談会］ 

 
 
中学生の意識調査の段階でも育児は女性と考える子どもが

多いのは問題。                ［柏木地域懇談会］ 
 
 
男性が育児に参加しないのは育児の楽しさを知らないので

はないか。計画の中で男性の育児参加のよい事例を紹介す

るのはどうか。                ［柏木地域懇談会］ 
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子どもの安全を

守る 
 
 
 
 
 
子育てしやすい

住環境づくり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自転車マナーや交通事故に対する啓発活動を学校教育の

中で充実させる。                 ［策定協議会］ 
 
交通安全に興味を持っている。交通バリアフリーの観点が障

害者や老人の歩き易さにあり、子どもの交通安全という観点

から少しずれているように思われる。子どもが事故にあわな

いという観点が欲しい。        ［牛込箪笥地域懇談会］ 
 
住環境施策について「直接給付から居住水準向上に向け

た誘導へと視点を転換する」という記述に対し区民はどう感

じるだろう？給付はそうとしてもふつうの家を「借りやすくす

る」ことの方が先決では。           ［策定協議会］ 

 

マンションで子育てしているが、騒音の苦情が心配。 
［落合第一地域懇談会］ 

 

子育てバリアフリーが不十分なのでまちに出て行く気になら

ない。                    ［区政モニター会議］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
P７９家庭・地
域とともに守る

子どもの安全 
 
 
P７６子育てし
やすい住環境

づくり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標５ 安心して子育てできる都市環境をつくります 
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庁内組織の連携

等 
 
 
 
 
 
 
 
 
多様な運営主体

への不安 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

教育と福祉のもっと連携をとるべきでは。 

[落合第二地域懇談会] 

 

保育園・児童館・ことぶき館の交流が少ない。 

[榎町地域懇談会] 

 
行政の関係職員も勉強してほしい。     [シンポジウム] 

 
 
幼稚園利用者は存続について不安を感じ、保育園利用者

は民営化に不安を感じている。    ［第２回策定協議会］ 
 
民間委託等を実施した場合は、やりっぱなしではなくしっか

り検証してほしい。          [落合第二地域懇談会] 

 

評価をする場合、コストばかりでなく質も評価してほしい。

[落合第二地域懇談会] 

 
経済効率優先の次世代育成支援では、社会的不平等が広

がるのでは。                   [シンポジウム] 

 

保育園の統廃合・民営化は、次世代育成支援に反するの

では。                        [シンポジウム] 

 
改築後の多様な主体による運営 
 公平性の問題をいかにクリアできるか？ 
あいまいながら「区」は手を離すよ、と読めてしまう。 
                            ［策定協議会］ 
 
保育施設での企業への参入についてどう考えているか。

［若松地域懇談会］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P２４幼児の教
育・保育環境

の充実 
P６２多様な保
育サービスの

展開 
P６４学童クラ
ブの充実 
 

 

その他 

提案７ 庁内の連携を高め、職員の資質向上に努める 

論点１９ 民営化＝質の低下か 


